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研究成果の概要（和文）： 

 
2009 年と 2010 年のモンスーン期、2010 年と 2011 年のプレモンスーン期について、バングラデ
シュの 4地点同期の高層気象強化観測を実施した。高分解能の高層気象観測データセットを構
築した。これを用いて、ベンガル平野上空の大気循環場の構造を解析し、メガラヤ山脈南縁付
近にある冷気塊や、湿潤気塊の下層での南からの流入を明らかにした。SAARC 気象研究所の
STORM プロジェクトと連携を強め、プレモンスーン期の周辺各国の観測データを含めたデータ
ベースを構築した。データを利用した研究成果を発表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Synchronized intensive rawin sonde observation campaigns were conducted in four sites 
in Bangladesh in the monsoon season in 2009 and 2010 and the pre-monsoon season in 2010 
and 2011.  High resolution upper layer sounding dataset were constructed.  Utilizing 
this dataset, we analyzed the structure of atmospheric circulation in the troposphere 
over the Bengal Plain, to elucidate the existence of the cold air mass just to the south 
of the Meghalaya Plateau, and the humid air inflow from the south in the lower layer.  
A strong cooperation was developed with the STORM project by the SAARC Meteorological 
Research Centre, which provided us a large dataset including results from intensive 
observations in adjacent countries.  Research outcomes were presented in papers and 
conferences. 
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１．研究開始当初の背景 
 
メガラヤ山脈南縁域においては、朝方に降水
量が増加する朝雨現象が早くから報告され
てきた。この原因については、メガラヤ山脈
からの夜間下降流の寄与によるもの。夜間に
強化されるベンガル平野上の南風ジェット
の寄与によるとするものなどの理解があり、
それらの寄与を把握することが重要な課題
となってきた。バングラデシュ北東部につい
ては、下層に相対的に低温の気塊が形成され
て滞留し、ここに南風ジェットが乗り上げて
朝雨をもたらす可能性を示唆する研究もあ
る。 
プレモンスーン期の日変化についても同様
に、バングラデシュ北東部で朝雨が卓越する
ことが示されており、モンスーン期・プレモ
ンスーン期の比較をしながらこの地域の朝
雨のメカニズムを明らかにすることが重要
である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、下記アジアモンスーン豪雨域で
あるメガラヤ山脈南縁域を対象に、朝雨をも
たらすメカニズムを理解することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
 
複数地点 1日複数回の高層気象強化観測およ
び、稼働予定の現地気象局のドップラーレー
ダーデータ等の基礎資料を収集し、朝雨メカ
ニズムに関する理解を検証する。 
特にプレモンスーン期とモンスーン期の比
較により、共通する朝雨メカニズムの特徴を
明らかにする。 
 
４． 研究成果 

 
(1) モンスーン期およびプレモンスーン期に

おける高層気象観測を行った。モンスー
ン期については、2009 年 8月と 2010 年 8
月に、Premonsoon 期については 2010 年
4-5 月と 2011 年 4-5 月に、それぞれ高層
気象強化観測を実施した。特に、1 日 4
回の高層気象観測を 2009 年 8 月と 2010
年 8 月に複数回行い、日変化の解析を行
う基礎データを得た。観測地点は図 1 に
掲げた 4地点である。また、Sylhet での
高層気象観測は史上初めてであり、貴重
である。 
これらのデータを利用して(2)以降の成
果を得ることができた。 
 

(2) プレモンスーン期のベンガル湾付近の南
北鉛直構造が明らかになった(図 2)。プ
レモンスーン期にはバングラデシュ北東
部の冷気塊が見られるとともに、そこに
南西からの湿潤気塊が流れ込む構造が明
瞭である。同時に、上空には乾燥気塊の
下降流が顕著である。メガラヤ山脈の南
側には顕著な東風がみられ、特に朝方に
顕著である。 
当該研究成果は、Murata et al. (2011)
として、日本気象学会の J. Meteor. Soc. 
Japan に発表した。 
 

(3) SAARC 気象研究所の主催する STORM との
連携によるデータの収集が大きく進展し
た。とりわけ 2010 年～2012 年にかけて
は、相互の協調した観測と観測結果のデ
ータ共同利用がはかられ、プレモンスー
ン期のベンガル平野上に発達する擾乱に
関する研究基盤が整った。特に Sylhet で
の独自の高層気象観測プロジェクトの実
施により貴重な高層気象観測データを提
供することによって、強い信頼関係を築

 

 



くことができ、継続的な協力関係が確立
したことは、研究課題の最大の成果の一
つに挙げることができる。 
※SAARC:South Asian Association for 
Regional Cooperation の略。アフタニス
タン、バングラデシュ、ブータン、イン
ド、モルディブ、ネパール、パキスタン、
スリランカの 8 か国で構成。ダッカに気
象研究所を持ち、この研究所が主体とな
って、ベンガル湾のプレモンスーン期の
シビアローカルストームの特性を明らか
にするための共同研究 STORM プロジェク
トを立ち上げている。2010 年から本観測
がスタートした。 
当該研究成果は、ウェブページを通じて
共同研究者間で共有利用している。 
 

(4) NCEP Final Analysis を用いた解析によ
り、シビアローカルストームの発生する
日(SLCSD)の環境場の特性が明らかにな
った。バングラデシュ付近の偏西風上に
トラフが見られ(図 3)、下層では南西風
成分が卓越して湿潤な気塊が流入する条
件下で、安定度の指標も統計的な有意性
を持って不安定な側に変化している様子
が示された(図 4)。 
成果は、Yamane et al., (2012)にまとめ、
International Journal of Climatology
に発表した。 
 

(5) バングラデシュに洪水をも足らずモンス
ーン期の豪雨の発生条件に関連するデー
タ解析を行った。本研究課題を通じて得
た地上気象観測データ等を活用し、イン
ド亜大陸北東部の降水や河川流量の年々
変動を示す指標を計算した。これらと全

球的な循環場や海面水温の変動の関係に
ついて解析した。 
その結果、El Nino の急速な収束と、そ
の直後の夏季に引き起こされる西部北太
平洋モンスーンの抑制(図 5)が、8月のイ
ンド洋上の下層モンスーン循環を変化さ
せ、ベンガル平野付近の西風成分を強化
することを通じて、インド亜大陸北東部
の降水量の増加をもたらしている様子が
明らかとなった。特に、インド北東部に
おける降水の増加は顕著であり、その空
間分布を、APHRODITE(Yatagai et al, 
2009)を利用したデータ解析から示すこ
とができた(図 6)。 
成果は、2011 年の IUGG 総会で口頭発表
したほか、日本気象学会のJ. Meteor. Soc. 
Japan に投稿中である。(Terao et al., 
2012, Impacts of rapid warm-to-cold 
ENSO transitions on summer monsoon 
rainfall over the northeastern Indian 
subcontinent. J. Metero. Soc. Japan, 
submitted)  

 
(6) バングラデシュで、史上初めて 1 日 8 回

の日変化を解析可能な頻度での降水同位
体解析結果が得られた。ダッカにおける
変動特性については、気象学会で発表済
みである(田上ら, 2011)。 
ダッカにおける降水中の安定同位体比に
は頻繁に変動が見られることから、雨滴
蒸発や降水の再循環といったプロセスが

 

 

 

 



関係している可能性が示唆される。 
 

(7) バングラデシュ、インドをはじめとする
南アジアの国々の間での研究協力体制の
強化がはかられた。特に、STORM プロジ
ェクトとの連携により、周辺各国の詳細
な観測データを解析できる見通しが立っ
たことは大きい意義を持つ。 
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